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Next Generation 16-channel automation system 
 
 
 

ngLEVELER – “Next generation Leveler” はスタジオワークの統合に便利な機能を搭載した、アナログのオー

トメーションシステムです。オートメーションエンジンに加え、それぞれのチャンネルにアナログのサチュレ

ーションを加えてミックスの中で際立つ存在感を与えます。 
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1.オーバービュー 
 
 
 

ngLEVELER はフルデジタル・リコールを備えたオートメーションシステムです。 

 
 

MAIN FEATURES: 
 

トータル・リコールを備えた 16ch のアナログオートメーション 

+25 dBu (IN) / +28 dBu (OUT) のヘッドルーム 

高いレベル信号のベターな統合のための 6dB パッシブアッテネーター（PAD） 

極めて低いノイズと歪み - THD+N(20kHz-20kHz) at 0dBu <0.008%  

各チャンネルの MUTE と SOLO 機能 

HUI/Mackie コントロール 統合 

16ch のプロプライエタリ THD 

DAW プラグインとフルで統合された IN と OUT（信号が入る前と後）のメーターリング 

インスタントなリコールのためのフレキシブルな 

DAW/Live プラグインコントロール 

DB-25 アナログへの接続性 

イーサネットまたは USB によるマネジメント 

フルデジタル・コントロールと独立したアナログ回路  

HUI/Mackie コントロールからのフルオートメーション・レコード  

フリーのソフトウェアとファームウェア・アップグレード
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2.スペック 
 

簡単なスペック概要: 

 

    ●1U サイズ, 奥行き : 262mm 

    ●THD+N(20Hz-20kHz) at 0dBu < 0.008% 

    ●周波数特性: 0-250kHz (-3dB) 

    ●入力インピーダンス > 10kohm 

    ●出力インピーダンス < 50ohm 

    ●チャンネルクロストーク > 100dB 

    ●最大入力レベル: +25dBu 

    ●最大出力レベル: +28dBu 

    ●ダイナミックレンジ > 118dB 

    ●ハードウェアデジタルソリューション: ~2500 ステップ/チャンネル* 

 
 
 

(*)DAW や HUI/MACKIE コントローラーはより低い解像度のみをサポートしていることがあります。この場合は

少ない HW ステップ数へ変換されます。
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3.フロントパネル 
 
 
 

 
 

1)  パワースイッチ 

2)  パワーLED インジケーター 

3)  H-LINK - HOST への接続を表示します。プラグインがこの特定のユニットに接続されると、この LED が有

効になります。 

4)  Data - DAW プラグインからデバイスへデータが送信されていることを表します。イーサネット接続の場合、

このデバイスへの全ての通信がこの LED で表されることに注意してください。 

5)  IN メーターリング – PAD の後に計測される各チャンネルの信号レベルを表します。レベルは

ngLEVELER のメイン回路（レベリング、THD、Solo、Mute）前のものです。 

6)  OUT メーターリング - ngLEVELER のメイン回路後に計測される各チャンネルの信号レベルを表します。 

7)  IN 1-8 DB-25 ソケット - チャンネル 1-8 の入力 

8)  OUT 1-8 DB-25 ソケット - チャンネル 1-8 の出力 

9)  IN 9-16 DB-25 ソケット - チャンネル 9-16 の入力 

10) OUT 9-16 DB-25 ソケット - チャンネル 9-16 の出力 

11) USB ソケット - GCon マネジメントに使用する USB ポート 

12) イーサネットソケット - Gcon マネジメントに使用するイーサネットポート 

13) パワーソケット



10 

 

 

 

4.ソフトウェアインストール 
 
 
 

関連する HW ユニットを購入した方なら、誰でも http://www.wesaudio.com/download からソフトウェアパ

ッケージをダウンロードできます。現在サポートされているプラグイン形式とプラットフォームは、上記のリン

クで確認してください。 
 
 

4.1.   インストール 

 

 

WesAudio のソフトウェアパッケージをインストールにするには、

http://www.wesaudio.com/download で最新バージョンのソフトウェアをダウンロードしてください。 

 

4.1.1.         Windows 
 

 
インストーラーを起動してください。このときインストーラーのシステム警告が表示された場合は、無視してくださ

い*。 その後インストールしたいコンポーネントを選んでください**。 
 

●初回のインストール時は、全ての WesAudio のデバイスをワークステーションから接続を外してください。 

●USB ドライバがインストールされたら、全てのデバイスを接続するようアプリケーションから指示されます。 

そのように接続してください。 

●USB ドライバのインストール時、コンピュータの再起動をするよう表示されます。 

（この再起動は USB ドライバのインストールには必要なステップです） 

●コンピュータの再起動後、インストーラーが再度スタートします。何らかの理由でインストーラーが再度ス

タートしない場合は、同じインストーラーを手動で再度スタートさせてください。 

 

4.1.2.         OSX 
 

 
OSX の設計と USB ハンドリングはよりシンプルなため、インストール中は全てのデバイスを接続しておくことに注

意してください。 

 

インストーラーを起動してください。このときインストーラーのシステム警告が表示された場合は、無視してくださ

い*（Option をクリック、または右クリックしてコンテクストメニューを開き、インストールを再度トリガーさせる

必要がある場合もあります。） 
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4.1.3.         トラブルシューティング 

 
 
インストール時に何らかエラーがあった場合は、国内代理店または support@wesaudio.com までご連絡ください。 

 

以下は解決の手がかりになる症状の解説です。 
 

「プラグインのドロップダウンメニューに、自分のデバイスが無い」 

 
これには様々な原因が考えられます。Windows では、システム階層に USB デバイスが確実に接続されているかを確

認してください。これは「コントロールパネル>システム>デバイスマネージャー」で確認できます。 
 

 
 
**Windowsの場合、HW ユニットとの通信のため USB ドライバのインストールが不可欠です。これは初回のイン

ストール時のみ要求され、ソフトウェアのアップグレード時には自動で無効になります。
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4.2.   GCon マネージャー 
 

 
GCon マネージャーは、対応するユニットでの設定マネジメントを行うアプリケーションです。以下のアプリケーシ

ョンのデータフォルダの中にあります。 
 

-  For OSX: “/Applications/WesAudio/GConManager” 

-  For WINDOWS: インストール中に指定したフォルダ内にあります。デフォルトでは 

「c:/Program Files x86/WesAudio/GConManager.exe」 
 

このセクションでは有効なユニットのファームウェア管理について説明しますが、GCon マネージャーの他の機能は

後のセクションで説明します。 
 

4.2.1.         ファームウェアアップグレードの確認方法 

 
各デバイスの現在のバージョンはワークステーションへ通知され、ホストアプリケーションとリモートモジュール

の互換性を表示します。ファームウェアのアップグレードを確認するには、GConManager の CONFIG へアクセ

スしてください。 
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4.2.2.         ファームウェアアップグレードの方法 

 

 
ファームウェアアップグレードを行うには、GCon マネージャーのアップグレードを開き、Start ボタンを押してく

ださい。ホストのソフトウェアと対応していない全てのモジュールのアップグレードを行います。 
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5.  Gcon 接続のセットアップ 
 
 
 

この章ではセットアップ例とメインの設定ステップについて説明します。 

オーディオ信号のコネクションについては次の「シグナルの接続」の章で説明されており、この章はデジタルマネ

ジメントについて解説します。 

 

ngLEVELER には 2 つの接続タイプが用意されています。 

 

USB 2.0+ 

Ethernet 10/100 – UDB プロトコルベース（LAN シングル・サブネット） 
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5.1.   USB 

 

ngLEVELER を直接接続するには、USB ケーブルを使って USB 2.0+ポートへ接続してください。 
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5.2.   Ethernet 

 

 
 

ngLEVELER のようなネットワークデバイスは、以下の方法でワークステーションへ接続できます。 
 

    ●ローカルエリアネットワーク（LAN）へ参加する 

    ●直接ワークステーションへ接続する 

 
場合によっては、ワークステーションと ngLEVELER に IP アドレス*を設定する必要があります。  

以下の図は複数のデバイスで ngLEVELER にアクセスするための、ローカルエリアネットワークでのセットアップ例

です。 

 

 
 

*既存のネットワークへ ngLEVELER を接続させたい場合、恐らくワークステーションには静的構成エントリまた

は（ルーターによる）DHCP でセットされた IP アドレスが存在しているはずです。)
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5.2.1.         デフォルトのネットワーク設定 
 
 

各 ngLEVELER シャーシは、デフォルトで DHCP が有効になって

いますので、ngLEVELER をルーターへ接続したい場合は、そのま

ま実行してください! 
 

もし設定を変更したい場合は、以下の説明を御覧ください。
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5.2.2.        DHCP の有効/無効 
 
 

ngLEVELER の特定のネットワーク設定を変更したい場合は: 

 

1)  ngLEVELER とワークステーションを直接 USB ケーブルで接続します（Ethernet ケーブルによって

ngLEVELER との接続が既に確立している場合は、このステップは必要ありません）。, 

2)  GConManager を起動し、_CONFIG アプリケーションを開きます。 

3)  左のツリーから使用中の ngLEVELER ユニットを選択します。 

4)  DHCP オプションを On にします。ユニットが再起動し ngLEVELER との接続が再度確立します。 
 

 
 

これで USB ケーブルを取り外し、ngLEVELER を Ethernet ケーブルで接続できます。
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5.2.3.         固定 IP アドレス 

 

 

一般的に、ngLEVELER の IP アドレスを手動で設定しなくてはいけないケースは殆どありません。: 

 

1)  使用しているルーターが DHCP をサポートしていない 

2)  LAN ネットワークが、ハードウェアのスイッチなどで手動で設定されている 

3)  ngLEVELER をワークステーションの Ethernet ポートへ直接接続する 
 

このような場合は、まず現在の固定 IP アドレスを確認します。 

 

5.2.3.1.         IP アドレスの確認方法 - Windows 

●cmd アプリケーションを開きます（Windows のスタートボタンを押し、cmd と入力します）。 
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●cmd アプリケーションで ipconfig と入力すると、現在のネットワーク設定が表示されます。 

 

 
 

 ●次に、現在接続されているネットワークカード（Ethernet カード、または Wi-Fi カード）を探し IP アド

レスチェックします。上図の例では、IP アドレスは「192.168.0.100」です。ngLEVELER の IP アドレス

は同じサブネットにある必要があるので、この例では「192.168.0.2」から「192.168.0.254」で設定し

ます。現在接続しているデバイスによって使われているアドレスは除きます。（ワークステーションアドレ

ス、ルーターアドレスなど）
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5.2.3.2.         IP アドレスの確認方法 - OSX 
 
 
 

●Terminal アプリケーション（Applications/Utilities にあります）を開きます。: 
 

 
 
 

●”ifconfig”と入力すると、現在のネットワーク設定が表示されます。 
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●次に現在接続されているネットワークカード（Ethernet カード、または Wi-Fi カード）を探し

IP アドレスをチェックします。上図の例では、IP アドレスは「192.168.0.100」です。

ngLEVELER の IP アドレスは同じサブネットにある必要があるので、この例では

「192.168.0.2」から「192.168.0.254」で設定します。現在接続しているデバイスによって使

われているアドレスは除きます。（ワークステーションアドレス、ルーターアドレスなど）
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5.2.3.3.         固定 IP アドレスの設定 
 
 
ngLEVELER の IP アドレスを設定するには、まずワークステーションへ USB ケーブルを使って直接接続してくだ

さい。次に GCon Manager を起動し、_CONFIG アプリケーションを開いてください。スクリーン左のデバイス

リストから ngLEVELER ユニットを選択肢、IP アドレスを変更します。 
 

●ngLEVELER のネットワーク設定を変更するには: 

1)  ngLEVELER とワークステーションを直接 USB ケーブルで接続します（Ethernet ケーブルによって

ngLEVELER との接続が既に確立している場合は、このステップは必要ありません）。 

2)  GCon Manager を起動し、_CONFIG アプリケーションを開きます。 

3)  左のツリーから使用中の ngLEVELER ユニットを選択します。 

4)  DHCP オプションを OFF にします（現在 ON になっている場合）。 

ユニットが再起動し、接続が再度確立されます。 

5)  適用したい IP アドレスを入力し、Apply ボタンを押します。ユニットが再起動し、ngLEVELER の接続が

再度確立されます。 
 

 
 
これで USB ケーブルを取り外し、ngLEVELER を Ethernet ケーブルで接続できます。
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5.2.4.         ダイレクト接続 - PC/MAC で IP アドレスを設定する 

 

 
ユニットをワークステーションへ直接 Ethernet ケーブルで接続するには、ネットワークインターフェース

（Ethernet ネットワークカード）に IP アドレスを設定する必要があります。このマニュアルでは解説しませんが、

以下のページの内容が助けになります。 

 

Windows: http://www.howtogeek.com/howto/19249/how-to-assign-a-static-ip- 
address-in-xp-vista-or-windows-7/ 

 

OSX: http://www.macinstruct.com/node/550
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6. シグナルの接続 
 

ngLEVELER はどんなアウトボードやコンソール設定とも統合することができます。いくつかの使用例は 

「使用例」の章で紹介されています。オーディオ信号は背面の DB-25 コネクタで ngLEVELER に接続されます。 

ngLEVELER はフル機能のアナログオートメーション・システムで、デジタル処理はマネジメント設定にのみ 

使われています。 

 

 
 
そういった意味では、ngLEVELER は貴方のニーズに合わせて統合できるクラシックな 16 チャンネルのアウトボ

ード機器と言えます。USB と Ethernet 接続はユニットのコントロールのためのみに搭載されており、オーディオ

信号はいかなる形でもこれらのインターフェースには送られません。
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7. ngLEVELER のオートメーションとリコール 
 

 
 

このチャプターでは ngLEVELER の設定とそのオートメーション、それに関わる全てのオプションについて解説し

ます。ngLEVERLER のオートメーションソースは： 

 

     ● Third party controllers (Third party controllers), 

     ● DAW via HUI (ngLEVELER and DAW integration via HUI). 

 

7.1.   DAW のプラグイン 
 
 

ngLEVELER プラグインは全てのユニットのパラメーターをコントロール可能です。 

標準的な VST2/VST3/AU/AAX フォーマットで提供されます。 
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7.1.1.         プラグインのパネル 

 

 
 

 

1.  Select connection button（接続の選択ボタン）: 接続された全てのデバイスを表示します。

ID 付きのドロップダウンリストが表示されない場合は、GCon プロトコルをサポートするデバイスが

接続されていないことを示しています。 

2.  Toggle connection button（接続切り替えボタン）: 接続ステータスの on/off を切り替

えます。このボタンは"接続選択ボタン"で有効な ID が選択されているときのみ有効になります。 

3.  Connection details（接続の詳細）: 接続の詳細を表示します: 

a.  USB – ユニットは USB 経由で接続されています。 

b.  ETH – ユニットは Ethernet 経由で接続されています。 
 

NOTE: ここには接続のステータスも表示されます。: 
a.  ON – 白/ノーマルフォント: 接続が確立されています。 

b.  OFF – グレー/ノーマルフォント: 接続が確立されていません。
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c.  Connecting グレー/イタリックフォント: – 接続プロセスを実行中です。"Connecting"と⾧時間

（5 秒以上）表示されプラグインでユニットのコントロールが出来ない場合、以下の状態が考えられ

ます。: 

i.  HW ユニットがワークステーションへ接続されていない。 

ii.  何らかの理由で、オペレーティングシステムにより HW ユニットが切断、または取り外され

ている。 

iii.  それ以外の状態が考えられる場合、国内代理店か

support@wesaudio.com までお問い合わせください。 

 

 

4.  Connection ID（コネクション ID）: HW ユニットに接続された個別のコネクション ID  

5.  Fast preset change (A/B/C)（プリセット A/B/C のクイックチェンジ）: A/B/C の設 

定を切り替えるスイッチです。このプリセットは接続に関するパラメーターは変更されません。コネクショ 

ン ID は全てのセットアップ A/B/C で共有され、それらのボタンが押されない限り変更されません。 

6.    Undo: 最後のパラメーター変更をアンドゥします。 

7.    Redo: 最後のパラメーター変更ををリドゥします。 

8.   Menu: 

a.  全てのパラメーターのリセット - 全てのプラグインパラメーターをデフォルトへ戻します。 

b.  IN メーターリングの有効/無効 

c.  OUT メーターリングの有効/無効
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7.1.2.         プラグイン・チャンネルについて 

 
 

ngLEVELER の各チャンネル（ステレオ、モノどちらも）は以下の機能があります。 
 
 
 

 
 

1.  Opposite quad チャンネルリンク: 2 つのステレオチャンネルを反対方向にリンクします。つ

まりチャンネル 1,2 のレベルを上げるとチャンネル 3,4 の信号は同じ分だけ減衰します。同じシグナ

ルレベルを保ちながらステレオアナログユニットをドライブさせたいとき、便利な設定です。 

2.  チャンネルモード: 隣同士のチャンネルがどうリンクされるかを設定します。 

a.  Off – リンク無し。ピュアなデュアルモノ動作です。 

b.  Stereo – 2 つのチャンネルは全く同じ設定を共有します。 

c.  Linked – 2 つのチャンネルが相対的にリンクされます。デュアルモノアナログのデバイスを

ステレオペアとして使う時つかうとき、便利な設定です。 

d.  Linked Opposite – 2 つのチャンネルが相対的、かつ反対方向にリンクします。チャンネ 

ル 1 のレベルが上がると、チャンネル 2 は同じ分減衰します。モノラルのユニットを強くドライブ 

させたときの動作の再現時に便利な設定です。このとき ngLEVELER のチャンネル X の OUT は貴方の 

デバイスの IN に直接接続され、チャンネル Y の入力はデバイス OUT からの信号を直接受け取ります。
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3.  THD - THD を次のステップで切り替えます。 - OFF(LED が無効）,MED, HIGH 

4.  SOLO/MUTE – 対応するチャンネルのソロとミュートを切り替えます. 

5.  IN メーターリング – 対応するチャンネルの PAD 後、かつ ngLEVELER のメイン回路通過前（レ 

ベリング、THD,ソロ、ミュート）の信号レベルを計測します) 

6.  Fader - レベルコントロール 

7.  OUT メーターリング - 対応するチャンネルの ngLEVELER のメイン回路を通過した後の信号レベ 

ルを計測します。 

8.  チャンネル名 – ユーザーで設定が可能なチャンネル名です。外部コントローラーを使用している 

場合、そこにも表示されます。 

9.  PAD – パッシブの 6dB アッテネーターです。 
 

 

7.1.3.         リンクしたチャンネルへのプラグイン・オートメーション 
 
 
LINK または LINK OPPOSITE モードで 2 つのチャンネルがリンクしている場合、1 つのチャンネルのみがオート

メーションされるよう設定し、もう一つはそれに追従させてください。2 つのチャンネルがオートメーションする

とお互いの動きが干渉し予期せぬ動作になります。 

 

STEREO モードでは 2 つ目のチャンネルの変化は常に無視され、CH2 にオートメーションレーンが書かれたとし 

ても CH1 が常に動作を上書きします。 
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7.2.   サードパーティ製のコントローラー 

 

 

この章ではサードパーティ製のコントローラーとの統合とベーシックな設定を解説します。現在サポートされてい

るプロトコルは HUI と Mackie コントロールで、以下の 2 つの方法で動作します。 
 

     ●Server モード – コントローラーは ngLEVELER 単体を操作します。 

 ●Server mediation モード – コントローラーは ngLEVELER と DAW を操作します。次の章を参照して 

ください。 
 

これらのモードは、可能なセットアップに制限をかけるものではありません。いかなる数のコントローラーでもい

かなる数の ngLEVELER をコントロールできます。
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7.2.1.         HUI/Mackie コントローラーによる ngLEVELER のマネジメント 

 
 

このモードは（複数の）ngLEVELER を操作します。"GCon Server モード"と呼ばれます。 

 
 
 

 
 

 
 
 

上図のように、コントローラーは MIDI 経由で GCon Service アプリケーションへ直接接続されます。このアプリケ

ーションはバックグラウンドで動作し、コントローラーと ngLEVELER 間で必要な全ての情報を仲介します。このセ

ットアップでは DAW プラグインをスタートさせる必要もなく、GCon Server モードを設定すればコントローラー

が ngLEVELER のパラメーターを設定するようになります。
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7.2.1.1.         設定 

 

 

このモードを動作させるには、GConManager_CONTROL アプリケーションでコントローラーの MIDI ポートを設定します。

以下の例を参照してください。 

 

 

 
 

 

複数のコントローラーがある場合は、お使いの MIDI ポートを追加してください。 

ポート追加がうまくいかない（コントローラーが ngLEVELER の状態とシンクしない）場合は、「トラブルシュー

ティング」の章を参照してください。
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7.2.2.         HUI/Mackie コントローラーによる ngLEVELER と DAW のマネジメント 
 
 

このモードは GCon Server モードの拡張版であり、DAW のコントロールが可能な仲介機能を追加します。つま 

りフェーダーセクションに関連しないコントローラーの追加コントロールが DAW へ仲介されます。 

ngLEVELER の全てのパラメーターをコントロールしながら、DAW のパラメーター操作が可能になります。 

このコンセプトを更に推し進めると、DAW と ngLEVELER のコントロールをファンクションキーF1-F8 で切り替 

えが出来るようになります。（GConManager アプリケーションで設定可能です。「DAW 切り替え」の章を参照 

してください。） 

 
 
 

 
 

 
 
 

7.2.2.1.         設定 

 
 

このモードで Virtual MIDI ポートの作成が必要なため、設定が少し複雑です。Virtual MIDI ポートの制作方

法については、「Virtual MIDI の設定方法」の章を参照してください。 

 

Virtual MIDI ポートが用意できたら（Virtual MIDI ポートの数は接続するコントローラーの数に対応します）、

GConManager での設定が必要です。GConManager を起動し_CONTROL アプリケーションを開いてください。
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複数のコントローラーを使用する場合は MIDI ポートを追加してください。ポートの追加がうまくいかない（コン

トローラーが ngLEVELER の状態とシンクしない）ときは、「トラブルシューティング」の章を参照してくださ

い。 

 

次のステップは DAW が GCon Service と正しく統合し仲介のための正確な情報を受け取れるよう設定することで

す。DAW にはそれぞれ固有の設定方法があり、このマニュアルでは Pro Tools と Studio One の設定方法をカバ

ーしています。その他の DAW については、外部コントローラーを追加する方法をインターネット上のチュートリ

アルで参照してください。その際はコントローラーMIDI ポートの代わりに GConManager_CONTROL アプリケ

ーションで設定した Virtual ポートを設定してください。
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7.2.2.1.1.        Pro Tools の設定 
 
 

下の図例は先程の GConManager の設定と対応しています。Pro Tools アプリケーションの Setup メニューから

Peripherals,MIDI Controllers のタブで開きます。 
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7.2.2.1.2.        Studio One 4 の設定 
 

 

下の図例は先程の GConManager の設定と対応しています。Studio One 4 アプリケーションの Studio One メニ

ューから、Options, External devices タブに行き、Add をクリックします。 
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7.2.2.2.         DAW の切り替え 

 

 

GConManager_CONTROL アプリケーションでファンクションキーF1-F8 の割り当てを設定できます。 

GCon Server mediation モードではコントローラーのフェーダーセクションを切り替えて、次のいずれかを制御 

できます。: 

 

     ● DAW セッション（割り当てられたファンクションキーが点滅します） 

     ● ngLEVELER(s) （割り当てられたファンクションキーが点灯します） 
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7.2.3.         EUCON コントローラーによる ngLEVELER のマネジメント 
 
このチャプターでは ngLEVELER の EUCON コントローラーとの統合を解説します。 

現状では 3 つの使用方法が考えられます。: 

 

●Mackie Control 経由で EUCON ワークステーション設定を使用する。（推奨） 

●DAW チャンネルフェーダーで ngLEVELER をコントロールする。 

●プラグインコントロールを使用する - このモードではエンコーダーといくつかのボタンのみが 

ngLEVELER のチャンネル制御に使用できます。フェーダーは使用できません。 
 

7.2.3.1.         Mackie コントローラー時の EUCON コントローラー / ngLEVELER 
EUCON コントローラー（Artist Mix など）はマッピングを使用して ngLEVELER を操作できます。

（「ngLEVELER 上のコントローラー機能のマッピング」の章を参照してください） 

EUCON コントローラーを ngLEVELER で使うには、EUCON のアプリケーションがインストールされている必

要があります。インストールが終わったら EUCON エンジンは以下の用に Mackie Control モードへ設定します。: 

 

     ●EUCON 環境設定を開く: 

○ OSX はシステム環境設定を開き、EUCON を起動する 

○ Windows はコントロールパネルを開き、EUCON を起動する 

 ●EUCON 環境設定をへ GConManager アプリケーションをドラッグ・アンド・ドロップする。

GConManager アプリケーションは以下にあります: 

○ OSX: /Applications/WesAudio/GConManager.app 

○ Windows: c:\Program Files (x86)\WesAudio\GConManager.exe 

      ●プロトコルを MackieControl, MIDI ポートを 1-4 にセットする（下図参照）。 
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その後恐らく再起動が要求されるはずです。再起動したら、GConManagaer 設定を以下にセットします: 

 

     ●MIDI ポートを_CONTROL アプリケーションで選択する: 

○ MIDI デバイス IN を Euphonix MIDI ポート 1 へセット, 

○ MIDI デバイス OUT を Euphonix MIDI ポート 1 へセット. 

     ●GCon Server モードを選択する 

○ EUCON Service はアプリケーション間を切り替え、EUCON コントローラーはアプリケーションを

DAW から GConManager に切り替えることにより、DAW と GCon を同時に操作ができます。こ

れを念頭に置くと、GCon Server mediation モードはこのとき使用できません。 

     ●下図の GConManager 設定を参照してください。: 
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●最後に、EUCON コントローラーをワークステーションへ接続します。 

EuControl 設定アプリケーションで行えます（殆どの場合自動的に行われます）: 
 
 

 
 

その後 GconManager アプリケーションを開くと、全ての設定が EUCON コントローラーへ送られ現在の

ngLEVELER の状態が表示されます。これがうまくいかないときは、「トラブルシューティング」の章を参照

してください。DAW ウィンドウにフォーカスすると、EUCON コントローラーは DAW のフェーダーセクショ

ンに切り替わります。これにより 2 つのモードを簡単に切り替えられます。この設定を望まない場合は、以下

の手順で EUCON コントローラーを特定のデバイスへロックできます。: 
 

●EuControl アプリケーションを開き ASSIGN タブを開きます。 

●GConManager を開くアプリケーションとして選択し、Entire Focus を有効にします。 

●これでフォーカスされているアプリケーションに関わらず、EUCON デバイスは ngLEVELER を 

コントロールします。
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7.2.3.2.         DAW チャンネル / EUCON コントローラー / ngLEVELER 
 
 
 

このモードでは ngLEVELER は DAW フェーダーから操作できるよう設定され、そのフェーダーは EUCON コン

トローラーからも操作が可能です。ngLEVELER のチャンネルレベル、ミュート、ソロを統合して操作ができま

す。 
 

 
 
 

このマニュアルでは EUCON コントローラーで DAW フェーダーを操作する設定まで解説しません。DAW フェーダ

ーを ngLEVEKER と統合する方法は「DAW フェーダーからの ngLEVELER のコントロール」の章を参照してくださ

い。 
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7.2.3.3.         EUCON プラグインのコントロール / ngLEVELER 
 
 
 

EUCON インターフェースは DAW セッション内のチャンネルプラグインを操作できるよう設計されています。こ

の機能は ngLEVELER のプラグインをコントロールするのにも使用でき、HW ユニットへパラメーター変更を送

信します。コントローラーの種類によりページの数は異なります。例えば、ngLEVELER の 16 モノチャンネルを

操作する場合、Avid Artist Mix は 2 ページ使われます。ngLEVELER のパラメーターがどう配置されるか、下図

の例を参照してください 
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7.2.4.         ngLEVELER のコントローラー機能のマッピング 
 
 

コントローラーは殆どの場合 DAW マネジメント用に設計されているため、ngLEVELER の全てのニーズにフィ

ットしないことがあります。しかしフェーダーセクションをロックして ngLEVELER のコントロールのためだけ

に使用するため、GCon ソフトウェアが ngLEVELER の操作に最適なマッピングを行います。以下の例は、

ngLEVELER の機能が HUI/Mackie コントロール/EUCON コントローラーでどうマッピングされるかを示してい

ます。: 

 
 
 
 

●THD - エンコーダーを動かすと（一部のコント

ローラーは、エンコーダーをプッシュすると）

THD の設定を 3 ステップで切り替えます。 

 

●Channel Name - チャンネル名はプラグイン

ビューで編集可能です。 

 

●STEREO/DUAL MONO - 2 つのチャンネル

の完全なリンク、またはリンクの解除を行います。

この設定によりコントローラーのフェーダーで変

更可能なチャンネル数も変わります。「外部コン

トローラーと ngLEVELER のチャンネル数」の章

を参照してください。 

 

●SOLO/MUTE - ngLEVELER 上のソロ/ミュート 

のオンオフを操作します。 

 

●FADER（レベルコントロール） - 特定のアナロ

グチャンネル（またはステレオモードの複数チャン

ネル）のレベルを操作します。
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7.2.5.         Virtual（仮想）MIDI の設定方法 
 

 

このチャプターではプラットフォームへの Virtual MIDI ポートの追加方法を解説します。Virtual MIDI ポート

は GCon Server モードでは必要ありません。このときはコントローラーの MIDI ポートのみが使用されます。 

 

7.2.5.1.         OSX での Virtual MIDI 
 
 
OSX は Virtual MIDI ポート作成をフルサポートしているので、下図のようにいくつかの簡単なステップで設定が

可能です。 

 

1.   /Applications/Utilities を参照し、“Audio MIDI setup”を開きます。 

2.   Audio MIDI Setup を開き、Window メニューから Show MIDI Studio を選択します。 

 

 
 

3.   IAC ドライバを開き Device is online を確認し有効にします。このセクションでポート設定できます。 
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7.2.5.2.         Windows での Virtual MIDI  
 

Windows のオペレーティングシステムは Virtual MIDI ポートの作成をサポートしていないので、外部アプリケーショ

ンを使用する必要があります。いくつかの選択肢がありますが、以下がその例です。: 

 
     ● loopMIDI developed by Tobias Erichsen 

     ● MIDI Yoke  (MIDI OX Utility) 

 
外部アプリケーションでの Virtual MIDI ポート作成についてはこのマニュアルではカバーしないため、オンライン

のチュートリアルを参照してください。 

 

7.2.6.         トラブルシューティング 

 

 

GConManager_CONTROL アプリケーションで設定後、何らかの理由でコントローラーが GCon と通信しない場合、

以下の点をチェックしてください。: 
 

 ●コントローラーの電源を切って、再度電源を入れてください。システムレベルの MIDI ポートに起 

きている問題はこれで解決されることがあります。 

 ●問題が解決されない場合は、GCon Service アプリケーションを再起動します。WesAudio のトレー

アイコンに行き、service を選択して restart を押します。 

 ●デバイスがまだ通信しない場合、ワークステーションの再起動も試してください。 

 ●GCon Server mediation モードが正しく動作しない場合、多くの DAW は起動時に MIDI ポートを

認識する必要があることに注意してください。DAW が起動しているときには MIDI ポートは作成で

きません。また Virtual MIDI ポートが正しく動作しないときは、ワークステーションを再起動して

システムレベルのハンドルがすべて適切にリリースされているかを確認してください。 

 ●EUCON コントローラーを使用しているなら、EUCON トレイアイコンから Restart EUCON 

APPLICATION を選択してアプリーケーションを再起動してください。 

 ●EUCON: いくつかの例（特に EUCON control サーフェスが GConManager アプリケーションにロッ

クされ、更に別のアプリケーションは Mackie Control を強制されている場合）では、パラメーターの

シンクを再度確立するか、ngLEVELER を再起動するか、プラグイン経由の接続切り替えを試してく

ださい。 

 ●これらに従っても改善しない場合、以下のフォルダを参照してください。: 

○ MAC: /Applications/WesAudio/logs 

○ Windows: c:/ProgramData/WesAudio/logs 
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7.3.   DAW フェーダーからの ngLEVELER のコントロール 
 
 
ngLEVELER は DAW フェーダーをつかって DAW レベルからコントロールができます。 
 
 
 

  
 

この場合 ngLEVELER は HUI コントローラーとして動作し、DAW との正確なやり取りのために Virtual MIDI ポ

ートが使われます。以下のルールに留意してください。: 
 

 ●DAW セッションの最初の 16 チャンネルは 1 つの ngLEVELER のコントロールに使用されます（複数

の ngLEVELER を使用する場合、更に多いチャンネルが使用されます）。使用されるフェーダーの数はチ

ャンネル設定により異なります。詳しくは「外部コントローラーと ngLEVELER のチャンネル数」の章を

参照してください。 

 ●Relative Linked, Opposite Linked はこのモードでは無効になります。トゥルーステレオかトゥル

ーデュアルモノモードのみ有効です。 

 ●DAW ngLEVELER プラグイン（VST2/VST3/AAX/AU)は、DAW と HW ユニットの正確な通信

のために常にアクティブである必要があります。 

 ●MUTE/SOLO - ngLEVELER が HUI コントローラーとして動作するのは最初は慣れないかもしれませ

んが、次第に意図したとおりに ngLEVELER のパラメーターを操作することが可能になります。ただし、

留意すべき制限もあります。DAW によりコントローラーの solo/mute の動作は異なるため（例えば、Pro 

Tools は SOLO がオンになると全てのチャンネルの MUTE ボタンが点滅します）、ngLEVELER と DAW

のシンクに問題が起きる可能性があります。GCon 環境での正確なシンクのため、このモード時は

SOLO/MUTE ボタンは DAW レベルから操作することを推奨します。
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7.3.1.         設定 – GCon システム 
 
 
このモードでは Virtual MIDI ポートを用意する必要があります。Virtual MIDI ポート作成については、

「Virtual MIDI の設定方法」の章を参照してください。 
 

Virtual MIDI ポートが作られたら（受信と MIDI 情報の送信のため、2 つずつ Virtual MIDI ポートを作る必要が 

あります）、GConManager での設定が必要です。GConManager を開き＿CONTROL アプリケーションを起動 

して、以下の図のように設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
複数のコントローラーがある場合は更に Virtual MIDI ポートを追加します。 
 

7.3.2.         設定 – DAW MIDI 
 

次に DAW を GCon Service と統合し正確な情報が受け渡されるよう設定します。このマニュアルでは Pro Tools と

Studio One の設定方法を解説しますが、それぞれの DAW 毎に違う設定方法があるため、インターネットで外部コ

ントローラーの追加方法のチュートリアルを参照してください。 

コントローラーの MIDI ポートの代わりに、GConManager_CONTROL アプリケーションで設定した Virtual MIDI

ポートをセットアップしてください。 
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7.3.2.1.         Pro Tools の設定 
 
 
以下の例は Virtual MIDI ポートに関する GConManager 設定と対応しています。Pro Tools アプリケーションの

Setup メニューから Peripherals を開き、MIDI Controllers タブを開きます。 
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7.3.2.2.         Studio One 4 の設定 
 
 
以下の例は Virtual MIDI ポートに関する GConManager 設定と対応しています。Studio One4 アプリケーションから Studio 

One メニュー開き、Options、external devices タブ、最後に Add を押します。この場合、2 つのデバイスがそれぞれの

ngLEVELER で作成される必要があります。 
 
 

 
 

 
 

またこれらのデバイスはグループ化する必要があります。
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7.3.3.         設定 - DAW フェーダー＆プラグイン 

 
 

MIDI 接続が完了したら、以下の手順で DAW セッションの設定を作成する必要があります。: 
 

 ●ngLEVELER のための空白の 16 フェーダーを作成します。（ステレオチャンネルの場合は「外部コント

ローラーと ngLEVELER のチャンネル数」の章を参照してください。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●ngLEVELER プラグインのいずれかの DAW チャンネルへ追加します（プラグインはデバイスのコン 

トロールのために使用され、オーディオ信号は処理されません）。複数の ngLEVELER を使う場合、使 

いのプラグインをインサートする必要があります。 

 ●プラグインを HW ユニットへ接続します。 

●これで全てのプラグインフェーダーと DAW フェーダーがハードウェアの ngLEVELER ユニットとシ 

ンクロします。 
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7.4.   外部コントローラーと ngLEVELER のチャンネル数 

 

 

ngLEVELER は 16 チャンネルのオートメーションシステムなので、デフォルトでは 16 のコントローラーか DAW チ

ャンネル（フェーダー）が必要です。ngLEVELER と統合すれば、違うセクション間でサードパーティ製コントロー

ラーでのフェーダーバンク、またはチャンネルを変更できます。チャンネル名はプラグイン設定と一致するため、現

在コントロールしているセクションの把握に有効です。ngLEVELER のペアのチャンネルはトゥルーステレオまたは

デュアルモノどちらも設定できるため、コントローラー/DAW フェーダーに配置される ngLEVELER のチャンネル数

はそれにより変化します。 

 

下図はコントローラーのチャンネルが ngLEVELER のチャンネルに配置される一例です。: 
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8. 複数の ngLEVELER 
 
 
 

1 つのシステムで使用できる ngLEVELER の数の制限はありません。理論上はシステムが処理できる限り多くのユ

ニットを使用できます。以下のルールに留意してください。: 

 

 ●それぞれの ngLEVELER ユニットは個別のプラグインを通じて接続する必要があります。各デバイスは

設定のリコールやオートメーションのパラメーターに個別のプラグインを使用します。 

 ●ngLEVELER ユニットは GCon ID に基づいてコントローラーチャンネル（HUI/Mackie control コント

ローラーなど）に配置されます。例えば、2 つの有効な ngLEVELER のうち 1 つが ID=1000, もう一つが

ID=1002 なら、ID=1000 の ngLEVELER の 16 チャンネルはコントローラーの最初の 16 チャンネルに、

ID=1002 のチャンネル 17-32 はコントローラーのチャンネル 17-32 に割り当てられます。 

: 
 

 ngLEVELER Channels Controller channels 
ngLEVELER ID=1000 1-16 1-16 
ngLEVELER ID=1001 1-16 17-32 
ngLEVELER ID=1002 1-16 33-48 

… … … 
 

この例はステレオモードではコントローラーチャンネルの数が変わるので、無効になります。 

（「外部コントローラーと ngLEVELER のチャンネル数」の章を参照してください） 

 ●Solo は 1 つのユニットの範囲内で動作します。この動作は近い将来 Global SOLO 機能が導入され

たとき変更になる予定です。
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9. メーターリング 

 

 

 

 

ngLEVELER は各チャンネルにシグナルを計測するメーターリングが搭載されています。: 
 

●INPUT – PAD 後、ngLEVELER メイン回路前のシグナル量 

●OUTPUT – THD, レベルコントロール、PAD, SOLO, MUTE など全ての処理後のシグナル量  

 

以下の方式で 32 チャンネルのメーターリングが視覚化されています。: 

 

●可変形式の VST2/VST3/AU/AUX プラグイン GUI 

●ユニットの前面パネル - シンプルな 3 ステップの LED 表示（グリーン/オレンジ/レッド）. 

 

ngLEVELER のメーターリングシステムは、内部のコントロールがどうやって影響しシグナルが入力と出力で

変化しているか、概要を把握できるようになっています。正確なピークインフォメーションを表示しない、シ

ンプルな VU スタイルのメーターリングです。
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10. 使用例 
 

 
 

このチャプターでは ngLEVELER の設定例と使用例を解説します。 

 

10.1. サミング・ステージのオートメーション 
 

 
 

ngLEVELER はシグナルレベルのマネジメントやオートメーションを必要とする、どんなステージのアナログチ

ェインとも統合させられます。アウトボード機器からサミングステージへ向かうシグナルの、レベルマネジメン

トやオートメーションが考えられます。考えられる有用な状況を以下に紹介します。: 

 

 ●ポストコンプレッションのオートメーション、またはレベルマネジメント 

  

 コンバーター（DAW オートメーション）から出力されるシグナルレベルを変更すると、コンプレッサーは

通常とは違う働きになります。これはオートメーションを不可能にし、シンプルなシグナルレベルのバラン

スを変更するだけでも問題の多い状況です。このセットアップではサミングステージのシグナルレベルを同

じに保ち、オートメーションとシグナルレベルの管理を ngLEVELER に任せることが出来るので、セッショ

ンのロード毎に簡単にリコールすることが出来るようになります! 

 

 ●出力シグナルのマネジメントとオートメーション 

   

 全てのアウトボード機器にはスウィートスポットがあり、通常は入力されるシグナルレベルによります。

そして殆どの場合、入力するシグナルではなく出力されるシグナルをオートメーションさせたいはずで

す。ngLEVELER を使用すればこのシグナルを簡単にマネジメントできます。: 

 

○ アナログステージでのクリッピング無し 

○ 必要ならオートメーション可能
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10.1.1.       オートメーション/レベルマネジメントのサミング 
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10.1.2.       ミキサー/コンソールのインサートポイントのオートメーションをサミング 
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10.1.3.       ミキサー/コンソールグループのインサートポイントのオートメーションをサミング 
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10.2.  その他アナログ・アウトボードのオートメーション 

 

この例では、ngLEVELER をアナログ・アウトボード処理の入力と出力の間に統合しています。もちろん必要な

ら出力のみ、入力のみに設定も可能です。ngLEVELER は多くのオーディオインターフェースが扱えないハイレ

ベルなシグナルで作業することを可能にします。: 

 

     ●入出力シグナルの微細なレベルマネジメント。 

     ●ハイレベルなアウトボート出力シグナルへのサポート（ngLEVELER +24dBU, 6dB PAD）により、 

A/D コンバーターへ送られるシグナルを適切に調整できます。 
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10.3. レコーディング・セッションでのマネジメント 
 

 
 

スタジオではレコーディングとミキシングセッションを管理する中心的なピースが必要です。ngLEVELER は A/D

コンバーターへのレベルを正確に設定し、アナログのサチュレーションを加えて、更に Solo/Mute でセッション

を簡単に管理することができます。: 
 

     ●ngLEVELER の 6dB PAD と+24dBu ヘッドルームによる、A/D コンバーターへ入力されるシグナル 

レベルの正確なマネジメントが可能。マイク・プリアンプからの極めてハイレベルなシグナルを、簡単に 

扱えるようにします。 

     ●各セッションのレベルシグナルは、セッションの呼び出し毎に簡単にリコールできます。 
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11. 略語・用語 
 

 
 

GCon – アナログ・デバイスでフルマネジメントとリコールを可能にするハイスピードなコミュニケーション・プ

ロトコル。これはマネジメントを目的としたプロトコルで、オーディオ信号の転送は範囲外です。 

 

NG500 – Next generation 500 シリーズ 

 

NG500 connector – 500 シリーズのコネクターにピンを追加して機能を拡張した、特別仕様のコネクター。 


